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▼人民これを良政府ならしむるのみ





　海外での日本の平和ブランドの失墜。外から日本がどういう風に思われているか、あまり気に止めていなかった。残念なことだけど、だからと言って私たちはこの国の政治を変えるという課題から逃れることは出来ない。「世に良政府なし。人民これを良政府ならしむるのみ」(植木枝盛)。今の憲法も本当の意味で言うと人民の手で奪取したとは言いがたい。守るとしたら奪取するのと同じくらいのエネルギーをそそがなくてはならない。百敗一成、頑張るしかない。


（長尾敏博・西つつじヶ丘）





▼沖縄と平和憲法





　高遠さんは厳しい現実の中で闘っているだけあって、迫力があった。内向きになっている日本の若者の中からも、大事なことに挑戦する若者が育ってくれるよう、努めなければ、と思った。本当に、「かわいい子には旅をさせろ」だと思う。５年生のころ、平和憲法を始めて知ってから、沖縄の動きとともに憲法を考えてきた高良さんの歴史を知って、感動した。私たちがやらなければならないことが多いことに気付かされた。　（無記名）





▼また辺野古に行きます





  高遠さんのお話にパンチを食らった感じでした。共謀罪が通ってがっくりしていたけれど、まだやる、できることがあると思いました。辺野古に３回行きましたが、沖縄の歴史知らないことがあって恥ずかしいと思いました。日本国民の無関心をどうしたらいいか、去年の参議院選から悩んでいます。また辺野古に行きます。


　　　　　　（無記名）





▼充実した集会に感謝！





　大変充実した集会でした！高遠さんの熱弁で、イラクの実情を認識し、高良さんの穏やかな語りと説明で、沖縄の歴史と現状を再認識できました。感謝。


　　　　　　（無記名）





▼平和国家ではない日本





高遠さんの話を初めて聴くことができ、新聞ではわからない多くのことを知ることができました。髙良さんの話に改めて沖縄の米軍基地の恐ろしさを思い起こしました。高遠さんの、外から見たら平和国家ではない、そこまでいっていたとはの思いです。人道支援で現地に行くことはとてもできませんが、国際情勢を知ることから始めます。


　（吉田征洋・府中市）
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会場からの質問に答える高良さん（左）と高遠さん





（２面からの続き）





　地位協定の改定が進まず、日本政府もそれをやる意思がないもとで、生命の危険と人権の侵害が今も続いています。


　国民主権の原則も無視され続けてきました。


　琉球政府の上に米国民政府があり、琉球政府主席も米国の任命制でした。選挙で選ばれた瀬長亀次郎・那覇市長が米軍によって追放される事件もおこりました。米国民政府は沖縄に自治はありえないとまで言ったのです。


日本国憲法が闘いの原動力となった





　しかし沖縄県民は団結して生命と人権、県民主権を守り拡大する闘いを続け、一歩一歩権利を拡張し、主席公選制もかちとりました。そして１９７２年、ついに日本復帰を実現しました。


　これらの闘いの原動力となったのが日本国憲法だったのです。高良さんも長くかかわってきた沖縄県憲法普及協議会は「憲法手帳」をずっと発行し続け、県民への普及を進めてきました。最近の版には、教育基本法、世界人権宣言など日本国憲法にかかわる文書も広くとりあげています。


　復帰４５年を迎えましたが、現状は未解決の問題だらけです。米軍基地と事件事故・環境問題、その裁判権をめぐる問題、オスプレイ配備強行と墜落事故、普天間・辺野古・高江の基地問題、それに関する日本政府の姿勢と裁判所の政府追随など、あげればきりがありません。


　日本全体でも、秘密保護法、共謀罪法案、愛国心教育、道徳教科化など戦争遂行体制の構築が進んでいます。いま沖縄でおきていることは、日本全体の戦争遂行体制構築の要に位置づいており、その意味で沖縄問題は日本の根本問題であり、また憲法問題の要だともいえます。


最後に高良さんは、今だからこそ、戦争へ向かう体制に抗して平和の空気の再醸造、うまんちゅ（万人）が主役の社会を造ろうと訴えました。


　　　　　（石山久男・記）
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